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令
和
４
年
第
２
回
山
ノ
内
町
議
会
定
例
会
は
、
２
月
28

日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
19
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
側
か
ら
は
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
３
年
度
一
般
会

計
ほ
か
５
会
計
の
補
正
予
算
、条
例
の
一
部
改
正
13
件（
内

条
例
の
廃
止
２
件
）、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
を
含
む
7

会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
受
理
、

可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
２
件
、
議
会
側
か
ら
発
委
３
件
が
提
案
さ

れ
、
陳
情
１
件
を
原
案
の
通
り
採
択
、
１
件
を
不
採
択
と

し
、発
委
３
件
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

Y
A

M
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N
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U
C

H
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N
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〒381-0498　長野県下高井郡
山ノ内町大字平穏3352-1
☎0269-33-1101
E-mail
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歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
１
６

７
万
円
を
追
加
し
、
84
億
９
７

８
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

〇
衛
生
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
　
　
　
２
２
８
２
万
円

〇
衛
生
費
県
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
３
８
４
万
円

〇
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
３
５
２
１
万
円

〇
有
線
放
送
電
話
事
業
特
別
会

　
計
繰
入
金　
９
３
９
４
万
円

〇
空
家
対
策
総
合
支
援
事
業　

　
補
助
金　
　
　
１
０
７
万
円

〇
防
災
・
減
災
国
土
強
靭
化
緊

　
急
対
策
事
業
債

　
　
　
　
　
　
１
８
０
０
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

〇
町
道
除
雪　
　
　
　
１
億
円

〇
減
債
基
金
元
金
積
立
金　
　

　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

〇
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費　
　

　
　
　
　
　
　
　
３
５
８
万
円

ふ
る
さ
と
寄
附
金
最
高
額
を
更
新

除雪しても除雪してもまた降り積もる雪

第129号
令和４年４月25日
（2022）
発　行　山 ノ 内 町 議 会
責任者　議長  髙山  祐一
編　集　広報常任委員会

議
会
だ
よ
り

費用総額３億円を超える

令
和
３
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
に
係
る
予
防
接
種
事
業　

　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
万
円

〇
急
傾
斜
地
砂
防
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　
１
７
５
５
万
円

〇
国
民
健
康
保
険
操
出
金　
　

　
　
　
　
　
　
　
９
７
９
万
円

（
第
９
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
13
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
16
億
４
８
８
８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
52
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
1
億
８
４
０
８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
５
０
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
18
億
８
１
３
５
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
収
入
額
を
１
０
０
万
円
減
額
し
、
総
額
６
億
７
０
４
９
万
円
に
、

支
出
額
を
１
２
０
万
円
減
額
し
、
総
額
８
億
７
８
９
７
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。
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条
例
の
一
部
改
正

す
が
か
わ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

４
月
よ
り
開
所

田
舎
暮
ら
し
体
験
住

宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　

体
験
住
宅
の
使
用
期
間
を

「
連
続
し
た
7
日
か
ら
30
日
以

内
」
か
ら
「
４
日
か
ら
14
日
以

公
民
館
設
置
条
例

　
4
月
か
ら
開
所
と
な
る
す
が

か
わ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
に

北
部
公
民
館
を
移
設
す
る
こ
と

に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

条
例

　
す
が
か
わ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
開
所
に
と
も
な
い
第
2
条
に

す
が
か
わ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
係
る
項
目
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

資
金
積
立
基
金
設
置

条
例

　
平
成
31
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
終
了
し
た
有
線
放
送
事
業
に

つ
い
て
今
年
度
で
会
計
を
閉
鎖

し
有
線
放
送
電
話
事
業
特
別
会

計
基
金
を
全
額
取
り
崩
す
こ
と

に
よ
る
一
部
改
正
で
す
。

　
な
お
、
取
り
崩
し
た
基
金
は

一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
と
な
り

ま
す
。

　
有
線
放
送
電
話
事
業
に
係
る

2
件
の
条
例
廃
止
に
と
も
な
い

資
金
積
立
基
金
設
置
条
例
か
ら

有
線
放
送
電
話
事
業
特
別
会
計

基
金
の
項
目
を
削
除
し
ま
し
た
。

条
例
の
廃
止

有
線
放
送
電
話
施
設

管
理
条
例

　
平
成
31
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
運
用
が
終
了
し
た
有
線
放
送

電
話
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
を
も
っ
て
施
設
の
撤
去
が

完
了
し
た
た
め
、
本
会
計
を
閉

鎖
す
る
に
あ
た
り
本
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

有
線
放
送
電
話
事
業

特
別
会
計
条
例

ふるさと納税（寄附金）　寄附件数・寄附金額・返礼品

令和 3 年度
寄附件数 6,997 件

寄附金額 336,507,000円 

寄附件数上位より 5 位まで 件数 寄附金額帯 寄附額

1 玉村本店　志賀高原ビール 24 本セット 1,845件 30,000円 55,350,000円

2 山ノ内町内宿泊補助券（6 枚）1 年間有効 1,213件 100,000円 121,300,000円

3 志賀高原スキー場共通リフト券【１日券 2 枚】 631件 40,000円 25,240,000円

4 玉村本店　志賀高原ビール 6 本セット 569件 10,000円 5,690,000円

5 志賀高原スキー場共通リフト券【２日券】 446件 39,000円 17,394,000円

令和 2 年度
寄附件数 7,678件 

寄附金額 308,268,000円 

内
」
に
改
め
る
も
の
で
す
。
使

用
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
方
に
体
験
い
た
だ

く
た
め
の
措
置
で
す
。

議
会
の
議
員
の
期
末

手
当
に
関
す
る
条
例

(

発
委
第
２
号)

　
国
家
公
務
員
の
給
与
法
の
改

正
お
よ
び
町
特
別
職
の
期
末
手

当
減
額
の
給
与
条
例
改
正
に
よ

り
、
町
議
会
議
員
に
つ
い
て
も

こ
れ
に
準
じ
、
期
末
手
当
を
0.1

か
月
分
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
６
月
に
支

給
す
る
期
末
手
当
の
額
は
、
令

和
３
年
12
月
に
支
給
さ
れ
た
期

末
手
当
の
額
に
１
６
７
・
５
分

の
10
を
乗
じ
て
得
た
額
も
合
わ

せ
て
減
額
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
議
会
議
員
を
10
年

以
上
お
よ
び
18
年
以
上
在
職
さ

れ
た
方
を
対
象
に
、
長
野
県
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
長
年
の
功

績
を
た
た
え
自
治
功
労
者
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
か

ら
は
4
人
が
表
彰
さ
れ
3
月
18

日
議
会
最
終
日
終
了
後
、
伝
達

式
が
議
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
10
年
表
彰
受
賞
者

　
　
　
髙
山　
祐
一

　
　
　
布
施
谷
裕
泉

　
　
　
西　
　
宗
亮

〇
18
年
表
彰
受
賞
者

　
　
　
徳
竹　
栄
子

長
野
県
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

（
自
治
功
労
者
表
彰
）

を
受
賞



論戦

ズバリここが知りたい
新型コロナウイルス感染症対策、産業振興、
学校教育　など

① 西　　宗亮
・新型コロナウイルス感染症拡大について
・小中学生の体力低下問題について
・空家対策について

②  白鳥　金次
・令和４年度予算について
・学校教育について
・新型コロナウイルス感染症対策について

③ 渡辺　正男
・国民健康保険特別会計の現状と今後の見通しは
・総合型地域スポーツクラブ設立にどう取り組むか
・どんぐりの森公園の現状と今後の活用方法は

④ 徳竹　栄子
・コロナ感染第６波の経済的影響と対策について

・教育について

⑤ 山本　岩雄

・小学校の統合について
・志賀高原ユネスコエコパークのエリア拡大について
・水道水源整備計画について
・凍霜害、降雹被害への対策は
・森林環境譲与税について

⑥ 湯本るり子

・「楽ちんバス」について
・小学校の統合案について
・消費税のインボイス制度の導入について
・町道の改良について

  ３月２日、３日の２日間にわたり行われ、登壇議員は６人、傍聴者は延べ
11人でした。

議会だより第129号令和４年４月 28

※感染症拡大防止のため、議員・答弁者・傍聴人全員がマスクの着用・手洗い等を行い、議場内は演壇
と質問席に仕切り板を設置し、開催しました。休憩時には換気を行い、傍聴人数も１５人までとさせて
いただきました。ご理解ご協力いただきありがとうございました。

一般質問

　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者 1 人の質問時間は 25 分です（答弁を含めて概ね 1 時間）。



　
　
　
　
　
　
　
　
　

特定空家の増加を抑える対策は
町長―緊急安全措置ができる条例を制定した

雪の下から
春が芽を出した。
暖かい明るい春が
待ち遠しいナ。

質
問
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
は
12
月
に
制
定

さ
れ
た
が
、
制
定
後
本
条
例
の

適
用
案
件
は
あ
っ
た
か
。

建
設
水
道
課
長　

現
在
の
と
こ

ろ
２
件
で
あ
る
。

質
問　

町
が
緊
急
安
全
措
置
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
条
例
の
適

用
２
件
の
内
容
は
。

建
設
水
道
課
長　

所
有
者
は
死

亡
、
相
続
人
は
不
存
在
の
状
態

で
あ
り
、
道
路
へ
の
建
物
の
倒

壊
を
防
止
す
る
防
護
壁
の
設
置
。

も
う
１
件
は
登
記
が
さ
れ
て
い

な
い
空
家
が
積
雪
に
よ
り
倒
壊

し
近
隣
民
家
へ
の
雪
崩
防
止
の

緊
急
措
置
を
行
っ
た
も
の
。

質
問　

空
家
、
特
に
危
険
な
空

家
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
所
有
者
や
地
域
に
対
し

相
談
窓
口
を
明
示
し
て
日
ご
ろ

か
ら
の
呼
び
か
け
が
大
切
だ
と

思
う
が
。

建
設
水
道
課
長　

紙
ベ
ー
ス
で

の
周
知
啓
発
も
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
所

有
者
に
は
対
策
の
問
題
解
決
に

向
け
て
課
題
や
問
題
提
起
を
し

て
い
く
こ
と
も
極
め
て
重
要
と

考
え
て
い
る
。

　
質
問　

全
国
的
に
児
童
生
徒
の

体
力
は
年
々
低
下
傾
向
に
あ
る

と
大
き
く
報
道
さ
れ
て
大
変
心

配
し
て
い
る
。
当
町
で
の
体
力

検
査
の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
。

教
育
長　

今
年
度
は
全
国
で
、

小
学
校
約
１
万
９
千
校
、
中
学

校
１
万
校
で
実
施
さ
れ
た
。
調

査
対
象
は
小
学
５
年
生
と
中
学

２
年
生
で
あ
り
、
男
女
と
も
す

べ
て
で
体
力
合
計
点
が
長
野
県

平
均
お
よ
び
全
国
平
均
を
上
回

っ
て
い
る
。

質
問　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で

は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を

持
っ
て
楽
し
み
親
し
め
る
ク
ラ

ブ
や
愛
好
会
的
な
仕
組
み
が
あ

れ
ば
い
い
と
思
う
が
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
今
後
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

質
問　

第
６
波
の
次
に
第
７
波

と
い
う
心
配
が
あ
る
。
感
染
拡

大
を
防
ぐ
に
は
一
人
ひ
と
り
が

徹
底
し
て
感
染
防
止
原
則
を
励

行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
繰
り
返
し
の
啓
発

広
報
が
大
切
と
思
う
が
。

危
機
管
理
課
長　

で
き
る
限
り

機
会
を
と
ら
え
て
広
報
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

質
問　

宿
泊
業
界
に
お
い
て
も

感
染
拡
大
の
影
響
で
キ
ャ
ン
セ

ル
が
多
発
し
事
業
継
続
は
危
機

的
状
況
に
き
て
い
る
。
あ
ら
ゆ

る
面
で
の
手
厚
い
支
援
が
さ
ら

に
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

第
７
波
を
食
い
止
め
る

特
効
薬
は
見
当
た
ら
な
い
。
町

の
財
政
に
は
限
界
も
あ
る
が
税

の
軽
減
措
置
な
ど
国
県
へ
要
望

し
て
い
く
な
ど
今
後
も
関
係
す

る
皆
さ
ん
と
十
分
協
議
を
し
た

り
、
国
や
県
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
精
一
杯
対
応
し
て
い
く
。

空家の適正な管理を呼びかけるチラシ

質
問 管

理
不
全
の

空
家
対
策
は

小
中
学
生
の

体
力
低
下
問
題

コ
ロ
ナ
に
よ
る

経
済
的
支
援
を

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

一般質問
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西　宗亮のつぶやき

西
に し

　 宗
そ う

 亮
す け



一般質問

議会だより第129号令和４年４月 30

令
和
４
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は

町
長
―
感
染
防
止
対
策
の
継
続
と
経
済
の
活
性
化

智栄講 バス 到着‼
花火が上がる

ドン！ドン！ドン～
仲居さん大忙し

遙か 昭和がなつかしい

町
長　

第
６
次
総
合
計
画
の
２

年
目
に
当
た
り
、
町
の
将
来
像

「
未
来
に
羽
ば
た
く
夢
と
希
望

の
あ
る
健
康
な
郷ま

土ち

」
の
実
現

に
向
け
、
着
実
に
事
業
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
い
ま
だ
収
束

が
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
感
染
防
止
対
策
の

継
続
と
地
域
経
済
の
維
持
活
性

化
の
両
立
を
見
据
え
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
も
重
要
と
な
る
。
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
創
意
工

夫
と
新
た
な
視
点
で
事
務
事
業

を
見
直
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
取
り
組
み
、
多
様
化
す
る

行
政
施
策
に
着
実
に
対
応
で
き

る
よ
う
予
算
編
成
を
し
た
。

観
光
商
工
課
長　

感
染
拡
大
防

止
に
よ
る
安
全
安
心
な
観
光
地

づ
く
り
と
し
て
、
宿
泊
施
設
な

ど
で
発
熱
者
が
出
た
場
合
の
対

応
策
は
、
感
染
拡
大
防
止
搬
送

業
務
に
よ
る
旅
行
者
へ
の
受
診

体
制
の
構
築
、
危
機
管
理
課
と

の
連
携
に
よ
る
町
内
事
業
者
へ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
構
築
な

ど
基
盤
整
備
を
行
う
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
売
上
げ

が
減
少
し
た
事
業
者
へ
の
直
接

支
援
と
し
て
、
国
の
事
業
復
活

支
援
金
へ
の
上
乗
せ
補
助
を
行

う
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
事
業

者
支
援
給
付
金
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
善
光
寺
御
開
帳
の
期
間

に
合
わ
せ
、
北
信
濃
５
市
町
村

の
広
域
周
遊
促
進
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
、
観
光
型

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
「
旅
す
る
北
信
濃
ス

マ
ホ
に
引
か
れ
て
善
光
寺
御
開

帳
」
の
実
施
、
よ
り
多
く
の
年

齢
層
、
よ
り
広
い
客
層
に
町
の 

魅
力
を
訴
え
る
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

発
信
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

質
問　

町
の
事
業
者
支
援
給
付

金
は
、
幾
ら
位
い
上
乗
せ
す
る

の
か
。

観
光
商
工
課
長 

県
か
ら
の
第

６
波
対
応
事
業
者
支
援
交
付
金

を
充
当
す
る
の
で
、
10
万
円
を

基
本
に
、
減
少
額
に
応
じ
て
プ

ラ
ス
幾
ら
に
す
る
か
を
現
在
検

討
、
細
部
を
詰
め
て
い
る
。

農
林
課
長　

コ
ロ
ナ
禍
で
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
や
直
接
販
売
が
厳

し
い
中
で
も
、
首
都
圏
な
ど
で

生
産
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
演

し
販
売
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ル

シ
ェ
へ
の
参
加
な
ど
、
志
賀
高

原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
活

用
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る

Ｐ
Ｒ
宣
伝
の
実
施
。
ま
た
、
観

光
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
の
食

を
活
用
し
た
産
業
振
興
に
つ
な

が
る
セ
イ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
事
業

な
ど
を
展
開
し
、
農
作
物
の
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
お
よ
び
高
付
加

価
値
化
を
は
か
っ
て
い
く
。

質
問　

有
害
鳥
獣
対
策
は
。

農
林
課
長　

駆
除
を
行
う
猟
友

会
員
が
高
齢
化
す
る
中
で
、
地

域
起
こ
し
協
力
隊
員
を
加
え
る

こ
と
に
よ
り
駆
除
対
応
強
化
を

目
指
す
と
と
も
に
、
森
林
経
営

管
理
基
金
を
活
用
し
、
手
入
れ

の
行
き
届
か
な
い
里
山
周
辺
の

環
境
整
備
に
よ
る
鳥
獣
被
害
の

軽
減
を
は
か
り
た
い
。

※１ MaaS：Mobility as a 
Service の略で地域住民や
旅行者一人ひとりのトリッ
プ単位での移動ニーズに対
応して、複数の公共交通や
それ以外の移動サービスを
最適に組み合わせて検索・
予約・決済などを一括で行
うサービス。

※２　セイバ－ジャパン：
地域の食や農林水産業、伝
統文化などの魅力を海外に
向けて発信し、訪日外国人
を誘客する重点地域として
農林水産大臣が認定する

「農泊 食文化海外発信地域
（ 通称：SAVOR　JAPAN）
なお、ＳＡＶＯＲは英語で
味わう、楽しむを意味する。
全国で 37 地域が認定 （令
和 3 年度現在）。

※
１

善光寺御開帳　６月25日まで開催

農
業
の

重
点
施
策
は

質
問

質
問

白鳥金次のつぶやき

白
し ろ と り

鳥 金
き ん

次
じ

観
光
商
工
の
重
点

施
策
は

※
２



教
育
長　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

設
備
や
現
状
、
使
用
状
況
の
調

査
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と

の
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

県
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
相
談
、

県
内
の
先
進
地
ク
ラ
ブ
の
視
察

情
報
を
参
考
に
し
、
４
月
に
設

立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

べ
く
準
備
を
し
て
い
る
。

質
問　

設
立
準
備
委
員
会
の
構

成
と
今
後
の
活
動
は
。

教
育
長　

約
10
名
の
構
成
で
、

諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
く
。
体
協
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

学
校
等
か
ら
参
画
い
た
だ
く
。

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

を
ど
う
進
め
る
か
。

教
育
長　

既
存
の
各
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
活
用
し
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
利
用
者
が
快
適
に
利
用

で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

総
合
型
の
会
員
に
な
る

こ
と
の
魅
力
、
メ
リ
ッ
ト
は
。

ま
た
、
会
費
は
必
要
な
の
か
。

教
育
長　

年
齢
、
興
味
、
関
心
、

技
術
、
技
能
レ
ベ
ル
等
に
応
じ

た
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を

提
供
す
る
。
ま
た
、
多
種
目
・

多
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

目
指
し
た
い
。
会
費
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
視
察
し
た
ど
こ
の

ク
ラ
ブ
も
徴
収
を
し
て
い
る
。

年
に
数
千
円
と
い
う
金
額
だ
。

質
問　

あ
る
自
治
体
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
団
体
で
は
、
総
合
型
が

入
っ
て
き
た
こ
と
で
、
週
５
日

の
練
習
が
１
回
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
か
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
自

体
が
大
変
だ
と
い
う
よ
う
な
こ

と
も
聞
く
。
町
で
は
現
在
、
施

設
を
使
っ
て
も
減
免
措
置
が
あ

り
、
無
料
で
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し

め
る
。
総
合
型
に
よ
ほ
ど
の
魅

力
が
な
け
れ
ば
、
会
費
を
払
っ

て
ま
で
皆
さ
ん
、
入
っ
て
く
れ

な
い
と
思
う
が
。

教
育
次
長　

今
後
、
設
立
準
備

委
員
会
等
の
中
で
、
各
団
体
か

ら
の
ご
意
見
等
を
伺
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
。

質
問　

公
園
内
の
足
立
区
か
ら

譲
り
受
け
た
五
色
桜
は
、
種
類

が
多
く
、
咲
く
時
期
も
分
か
れ

て
い
る
の
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
前
後
に
長
期
間
楽
し
め

る
。
五
色
桜
は
１
９
１
２
年
、

日
米
友
好
の
桜
と
し
て
、
足
立

か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
ポ
ト
マ
ッ
ク
公
園
の

桜
と
し
て
有
名
だ
。 

と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
、
本
家
足
立
の
桜

は
戦
争
や
護
岸
工
事
等
で
ほ
と

ん
ど
が
伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
、

１
９
８
１
年
に
な
っ
て
ア
メ
リ

カ
か
ら
里
帰
り
さ
せ
た
。
そ
の

桜
が
五
色
桜
だ
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

や
活
用
が
必
要
で
は
。

農
林
課
長　

現
地
に
説
明
も
な

く
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
の
紹

介
も
な
い
の
は
残
念
。
何
ら
か

の
形
で
の
こ
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

公
園
で
の
キ
ャ
ン
プ
、

火
気
厳
禁
を
見
直
す
考
え
は
。

農
林
課
長　

キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム

の
現
状
か
ら
、
求
め
ら
れ
て
い

る
行
為
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

総合型地域スポーツクラブ設立にどう取り組むか
教育長―６年度設立に向け準備委員会を立ち上げる

第３期スポーツ基本計画（令和４～13年度）
の紹介動画（スポーツ庁）より

「人々を大量虐殺から
守るための防衛措置」
戦争の口実は
いつの時代も同じ
平和が一番だ

※五色桜：足立の荒川堤
は、19 世紀後半から桜の
名所。78 種もの桜があり

「荒川の五色桜」と呼ばれ
た。1912 年、日米の平和
と親善の象徴として海を渡
り、ワシントンのポトマッ
ク河畔に植えられた。その
後、戦争や護岸工事、公害
等により荒川堤の桜は消滅。
一方で、ポトマック河畔の
桜は咲き続けた。戦後に
なって、この桜の里帰りが
実現。荒川土手を始め足立
区内の学校や公園などに植
えられ、現在も見事な花を
咲かせ続けている。

一般質問

31 令和４年４月 議会だより第129号

取
り
組
み
の

現
状
は

ど
ん
ぐ
り
の
森
公

園
の
現
状
と
今
後

の
活
用
方
法
は

質
問

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

渡辺正男のつぶやき

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※



一般質問

議会だより第129令和４年４月 32

コ
ロ
ナ
感
染
第
６
波
の
経
済
的
影
響
と
対
策
は

町
長　

観
光
へ
の
影
響
は
、
宿

泊
事
業
者
の
み
な
ら
ず
卸
・
小

売
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
に
も
大

き
な
打
撃
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
商
工
課
長　

１
月
か
ら
３

月
ま
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
15
万

人
を
超
え
、
そ
の
92
％
が
志
賀

高
原
・
北
志
賀
高
原
で
あ
る
。

観
光
商
工
関
連
事
業
者
も
影
響

が
深
刻
化
、
長
期
化
す
る
中
、

厳
し
い
経
営
環
境
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
問　

県
の
体
験
型
修
学
旅
行

等
誘
致
促
進
事
業
補
助
金
上
限

30
万
円
の
対
象
者
は
、
小
・
中
・

高
等
学
校
ま
で
で
あ
る
。
対
象

で
な
い
大
学
生
の
合
宿
に
も
支

援
で
き
な
い
か
。

観
光
商
工
課
長　

町
の
団
体
旅

行
調
査
で
も
大
学
生
は
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
県

に
検
討
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

町
長　

こ
の
冬
、
御
開
帳
の
状

況
を
見
据
え
夏
の
誘
客
対
策
の

支
援
は
、
６
月
補
正
で
考
え
て

い
く
。今
、直
ち
に
何
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
が
業
界
の

皆
さ
ん
と
相
談
し
て
対
応
す
る
。

町
長　

知
事
に
直
接
お
願
い
し
、

知
事
か
ら
国
へ
直
接
、
ま
た
知

事
会
を
通
し
て
要
望
も
し
て
い

く
と
回
答
を
得
て
い
る
。

町
長  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
国
際
的
な

課
題
を
踏
ま
え
教
育
関
係
者
の

方
々
が
検
討
中
。
方
向
を
注
視

し
教
育
環
境
の
整
備
を
真
剣
に

対
応
し
て
い
く
。

 

学
力
向
上
に
向
け
て

質
問　

義
務
教
育
の
小
・
中
学

校
で
、
学
力
強
化
は
ど
こ
ま
で

で
き
る
の
か
。

教
育
長　

全
国
の
学
力
状
況
調

査
の
点
数
評
価
を
参
考
に
し
て

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
学
力
問
題
検
討
委
員
会
等

で
も
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

全
国
と
比
べ
、
３
小
学

校
・
中
学
校
の
学
力
の
状
況
は
。

教
育
長　

本
年
度
の
全
国
学
力

調
査
で
は
、
中
学
の
数
学
で
は

国
・
県
を
上
回
っ
て
い
る
。
国

語
は
や
や
低
い
状
況
。
小
学
校

の
国
語
・
数
学
で
は
平
均
値
よ

り
低
い
状
況
で
あ
る
。

教
育
長　

普
通
科
に
な
い
総
合

学
科
な
ら
で
は
の
多
様
で
新
た

な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
新
校
を

望
ん
で
い
る
。

質
問　

多
く
の
山
ノ
内
中
学
生

徒
は
中
野
市
の
高
校
に
進
学
し

て
い
る
。
近
く
に
普
通
科
の
高

校
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
不
安

を
感
じ
る
が
。

副
町
長　

通
学
区
の
選
択
肢
の

確
保
、
子
ど
も
た
ち
が
不
利
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
よ
り
適
切

な
学
校
に
な
る
こ
と
、
そ
ん
な

観
点
で
関
わ
っ
て
い
く
。

町
長　

少
子
化
で
の
学
校
統
廃

合
も
し
か
た
が
な
い
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
を
劣
化
さ
せ

な
い
よ
う
議
論
し
て
い
る
。
奨

学
金
制
度
、
電
車
賃
の
２
割
補

助
な
ど
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

中野市高校再編計
画協議中、当町の
中学生徒にとって、
進路選択が狭まら
ないことを願う。

町
長
―
弾
力
的
に
支
援
継
続
を
し
て
い
く

体
験
型
学
習
旅
行

支
援
の
拡
充
を

夏の高原で学生達が楽しむキャンプファイアー

質
問

徳竹栄子のつぶやき

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

夏
シ
ー
ズ
ン
の

団
体
に
助
成
金
を

固
定
資
産
税
の

減
免
の
対
応
は

小
中
一
貫
の

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を

目
指
す
考
え
は

中
野
総
合
学
科
新

校
再
編
計
画
懇
話

会
に
ど
う
臨
む
か

質
問

質
問

質
問



一般質問
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小
学
校
統
合

質
問　

４
年
度
の
予
算
、
統
合

小
学
校
建
設
調
査
経
費
４
３
０

０
万
円
と
は
。

教
育
長　

今
月
に
総
合
教
育
会

議
で
建
設
場
所
を
決
定
す
る
の

で
、
そ
の
場
所
の
測
量
関
係
。

質
問　

こ
の
予
算
額
と
し
た
の

は
。

教
育
次
長　

最
大
限
に
行
え
る

場
所
と
い
う
想
定
。

質
問　

地
区
懇
談
会
で
の
意
見

は
。

教
育
長　

３
年
に
16
回
の
べ
３

４
７
人
の
方
が
参
加
。
小
中
の

連
携
、
中
学
校
の
敷
地
に
と
い

っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

質
問　

エ
リ
ア
拡
大
は
ど
こ
に

な
る
の
か
。

観
光
商
工
課
長　

岩
菅
山
の
裏

側
、
魚
野
川
地
域
。

質
問　

エ
リ
ア
拡
大
の
理
由
は
。

観
光
商
工
課
長　

ユ
ネ
ス
コ
か

ら
現
在
の
核
心
地
域
が
緩
衝
地

域
に
囲
ま
れ
て
い
な
い
と
の
指

摘
が
あ
り
、
魚
野
川
源
流
地
域

の
核
心
地
域
を
囲
む
よ
う
に
緩

衝
地
域
を
設
け
た
エ
リ
ア
の
拡

張
を
計
画
し
て
い
る
。

 

水
道
水
源
整
備
計
画

質
問　

水
道
整
備
計
画
と
は
。

建
設
水
道
課
長　

本
年
度
委
託

業
務
と
し
て
水
道
事
業
実
施
計

画
を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
、

各
水
道
施
設
改
修
に
向
け
、
状

況
把
握
、分
析
、評
価
と
い
う
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
作
業

を
進
め
る
。
こ
の
水
道
事
業
計

画
を
精
査
し
て
、
５
年
度
よ
り

施
設
の
効
率
的
、
効
果
的
な
実

施
整
備
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

主
な
改
善
箇
所
は
。

建
設
水
道
課
長　

主
は
水
道
取

水
施
設
の
豪
雨
等
の
対
策
に
よ

る
改
修
、
排
水
タ
ン
ク
の
老
朽

化
、
各
種
流
量
計
等
の
計
器
更

新
。

質
問　

今
後
の
事
業
の
予
定
は
。

建
設
水
道
課
長　

重
要
度
、
緊

急
性
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
更
新
事
業
、
経
営
戦
略
の
投

資
財
政
計
画
等
を
勘
案
し
、
年

次
計
画
を
作
成
し
て
い
く
。

質
問　

農
家
は
凍
霜
害
の
注
意

報
で
対
策
を
し
て
い
る
か
。

農
林
課
長　

防
霜
の
た
め
に
燃

料
を
焚
く
と
か
防
霜
フ
ァ
ン
を

回
す
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

実
際
は
や
ら
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

質
問　

凍
霜
の
対
応
は
。

農
林
課
長　

昔
は
古
タ
イ
ヤ
を

焚
い
て
い
た
が
、
現
在
は
防
霜

資
材
が
あ
り
、
４
年
か
ら
は
購

入
の
補
助
を
し
て
い
く
。

 

森
林
環
境
譲
与
税

質
問　

水
源
整
備
の
活
動
に
も
、

こ
の
税
は
使
え
る
の
で
は
。

農
林
課
長　

山
に
根
を
は
る
こ

と
は
防
災
・
減
災
に
資
す
る
こ

と
に
も
な
り
、
今
後
も
よ
り
一

層
森
林
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

凍霜被害に対する支援は
農林課長―４年度から市販の防霜資材購入を補助していく

とてつもない大雪。
春になるとみんな
融けた。
自然は正直！

※

※森林環境譲与税：平成 31
年に創設された森林環境税

（６年度から１人 1000 円課
税 ) は、森林環境譲与税とし
て国から県や市町村に譲与さ
れて、間伐や路網整備、ある
いは森林による自然災害の防
止や水源涵養機能の向上、自
然環境整備、そのための人材
確保や木材の利用促進といっ
た事業を進めることができる
ようになる。
　町でも２年から 12 年まで
の森林整備事業について、「町
森林整備計画書」をまとめて
いる。

質
問志

賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク

エ
リ
ア
拡
大

山本岩雄のつぶやき

山
や ま も と

本 岩
い わ

雄
お

凍
霜
・
降
雹

被
害
対
策

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問



一般質問
質
問　

統
合
位
置
は
中
学
校
も

し
く
は
東
小
学
校
の
い
ず
れ
か

と
さ
れ
て
い
る
が
、
通
学
距
離

で
考
え
る
と
西
・
南
小
学
校
の

２
校
使
用
が
最
善
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
案
は
検
討
さ
れ
た
か
。

教
育
長　

統
合
時
に
予
想
さ
れ

る
学
級
数
か
ら
、
候
補
地
と
し

て
適
当
で
あ
る
の
は
中
学
校
と

東
小
学
校
と
の
結
論
に
な
っ
た
。

中
学
校
敷
地
内
は
、
当
初
予
想

さ
れ
た
児
童
数
が
さ
ら
に
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
統
合
時
３

学
級
に
な
る
学
年
は
無
い
と
み

こ
ま
れ
る
た
め
。

質
問　

小
学
生
が
歩
い
て
通
え

る
距
離
、
基
準
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

教
育
長　

徒
歩
で
の
通
学
距
離
、

国
の
基
準
は
小
学
生
が
概
ね
４

㎞
以
内
。

質
問　

歩
い
て
通
え
な
い
子
ど

も
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　

今
後
３
小
学
校
が
統

合
し
た
場
合
、
距
離
が
遠
く
な

っ
た
お
子
さ
ん
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
導
入
を
検
討
し
て
行
く
予

定
。

質
問　

子
ど
も
が
歩
い
て
通
え

る
距
離
で
２
校
残
す
と
い
う
こ

と
を
ど
う
し
て
検
討
し
て
も
ら

え
な
い
の
か
。

教
育
長　

地
区
懇
談
会
、
保
護

者
懇
談
会
な
ど
で
場
所
に
つ
い

て
意
見
は
多
か
っ
た
が
、
中
学

校
敷
地
が
適
当
と
い
う
意
見
が

多
か
っ
た
。
西
と
南
へ
の
統
合

と
い
う
意
見
は
少
な
か
っ
た
。
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　ウクライナへの
軍事侵攻は早くや
めて。病院や住宅
が爆撃されるのは
見たくない。

小
学
校
統
合
案  
西
と
南
小
の
２
校
案
が
最
善
と
思
う
が

教
育
長
―
既
存
校
舎
の
活
用
を
考
え
東
小
を
候
補
地
と
し
た

質
問　

今
、
保
育
園
は
５
つ
あ

る
。
中
学
校
は
ひ
と
つ
で
山
ノ

内
町
の
子
ど
も
達
は
最
後
は
、

中
学
校
で
一
緒
に
な
る
。
そ
の

中
間
に
あ
る
小
学
校
は
２
校
ぐ

ら
い
残
し
て
い
た
だ
く
の
が
適

当
で
は
な
い
か
。
地
理
的
な
面

を
考
慮
し
て
決
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
だ
検
討
中
と
い
う
答

弁
も
あ
っ
た
の
で
、
中
学
校
を

使
っ
た
場
合
、
東
小
を
使
っ
た

場
合
、
西
小
・
南
小
の
２
校
を

使
っ
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
比
較
検
討
し
て
、

町
民
に
わ
か
る
よ
う
な
デ
ー
タ

を
出
し
て
や
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

こ
こ
２
年
ぐ
ら
い
コ
ロ
ナ
禍

で
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
議
論
す

る
機
会
も
な
い
。
１
０
０
年
の

大
計
で
あ
る
小
学
校
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
よ
う
な
重
大
な
こ

と
は
、
町
民
の
声
が
も
っ
と
反

映
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

納
得
で
き
る
説
明
を
い
た
だ
き

た
い
。

質
問　

湯
ノ
原
地
区
か
ら
乗
っ

て
役
場
に
行
こ
う
と
し
て
も
、

湯
田
中
駅
で
降
ろ
さ
れ
る
。
乗

り
継
ぎ
証
明
書
と
か
発
行
し
て

い
た
だ
き
、
役
場
や
文
化
セ
ン

タ
ー
に
行
か
れ
る
よ
う
に
な
ら

な
い
か
。

総
務
課
長　

今
、
ダ
イ
ヤ
の
運

行
の
見
直
し
と
か
、
時
間
の
調

整
も
や
っ
て
い
る
。
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

小学校低学年でも歩いて通える２校
２kmの通学距離で考えると西小、南小が最善

小
学
校
の
統
合
案
は

質
問

湯本るり子のつぶやき

湯
ゆ も と

本るり子
こ

楽
ち
ん
バ
ス
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問



陳情、発委・全員協議会
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請願・陳情皆さんからの

議 会 全 員 協 議 会

受理番号 件　　　名 陳情者 採決結果

陳情第 1 号 「シルバー人材センターに対する支援を求める意見
書」採択を求める陳情書

公益社団法人　中野広域
　シルバー人材センター
　　理事長　湯本　静雄

不採択
原案に

賛成 3 人
反対 8 人

陳情第 2 号 ミャンマーにおける軍事クーデターを非難し民主
的な政治体制の早期回復を求める陳情

北信地区労働組合会議
　　議長　山本　兼也芽

採択
全会一致

発委・発議議会側からの

  反対討論　　　　　　　　　　　　湯本るり子

　会員からインボイスをもらわないとシルバー人材セ
ンターは現在支払っている消費税のほかに会員分の消
費税を控除できず支払うことになります。そうすると

シルバー人材センターが運営できなくなってしまいま
す。会員が登録事業者になると 1000 万円以下でも
消費税を払うことになります。
　よって、中野広域シルバー人材センターの陳情は採択
すべきものと考え不採択の委員長報告には反対します。

件　　　名 提出者 採決結果

発委第 1 号
ミャンマーにおける軍事クーデターを非難し民主
的な政治体制の早期回復を求める意見書の提出に
ついて

総務産業常任委員会 可決
全会一致

発委第 3 号 ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に強く抗議
する決議について 議会運営委員会 可決

全会一致

第1回（2月7日）
　⑴議会側からの提出案件
　　①議席の一部変更及び指定について
　　②常任委員会委員の選任について
　　③社会文教常任委員長の互選について
　　④議会運営委員会委員の選任について

第3回（2月28日）
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①令和3年度人事院勧告に係る給与条例の改正に
　　　ついて
　　②行政手続等における押印見直しについて
　　③町水防計画の改訂について
　⑵議会側からの提出案件
　　①議会対応について

第4回（3月8日）
　⑴議会側からの提出案件
　　①ロシアによるウクライナ侵攻に対する決議等
　　　について

第5回（3月18日）
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①町の財務書類（令和2年度）について
　　②町公共施設等総合管理計画について
　　③第7次町行政改革大綱について
　　④奥志賀高原町有地の地上権設定契約の期間延
　　　長について
　　⑤雪による被害状況について
　　⑥町老朽危険空家等除却費補助金交付要綱につ
　　　いて
　　⑦町立小学校適正規模及び適正配置に係る基本
　　　方針について
　⑵議会側からの提出案件
　　①議会報告会のまとめについて

第2回（2月9日）
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①新型コロナウイルス感染症対策について
　⑵議会側からの提出案件
　　①新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う議会
　　　対応について

  賛成討論　　　　　　　　　　　　湯本るり子

　今のウクライナの状況は言葉が出ません、悲しくて。
プーチン政権は何でこんなひどいことができるんだろ
う、子どもたちまで殺して。それを世界中が見なきゃ
いけない辛さです。今も連日住宅などが標的にされ

3月 16 日には 1000 人以上が避難していた劇場が、
ロシア軍の攻撃で破壊されたとのこと。既に 2000
人以上の一般市民が死亡しています。ロシアの軍事行
動即時停止を求めるものです。もう戦争してはならな
いとの思いを更に強くしました。

シルバー人材センター陳情不採択に対する反対討論

ウクライナ発委採択に対する賛成討論



誌上議会報告会 アンケート結果
個別意見 にＱ＆Ａ

＜コロナ禍でお困りの点について＞

＜議会に望むことについて＞

議会だより第129号令和４年４月 36

議会アンケート結果
　

令
和
4
年
1
月
26
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
に
お

い
て
、
誌
上
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同
封
し
、
42
人
の
方
か
ら

ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
（
集
計
期
間　

1

月
26
日
～
2
月
15
日
）。
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

特
に
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
お
困
り
の
点
」
や
「
議

会
に
望
む
こ
と
」
に
つ
い
て
、
貴
重
な
ご
意
見
を

多
数
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
意
見
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
常

任
委
員
会
等
に
付
託
・
協
議
し
、
回
答
の
主
な
も

の
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

議会アンケート　結果集計表

１．性　別

男 30 
女 10 
その他 0 
回答したくない 2 

２．年　代

10 代 0 
20 代 1 
30 代 1 
40 代 0 
50 代 7 
60 代 9 
70 代～ 24 
無回答 0 

３．職　業

農林水産業 11 
自営業・会社経営・自由業 7 
会社員・公務員・店員等 8 
学生 0 
パート・アルバイト 1 
無職 14 
その他 1 
無回答 0 

４．お住まい

東部 20 
南部 12 
西部 5 
北部 5 
無回答 0 

５．誌上議会

　　　　報告会

良い 9 
仕方がない 9 
どちらでもない 20 
あまり良くない 2 
良くない 1 
無回答 1 

６．議会だより
読んでいる 34 
読んでいない 8 
無回答 0 

７．ＨＰ
見ている 9 
見ていない 33 
無回答 0 

　　市町村別の発症人数しか発表されませ
　　ん。それだと我町にすると 12，000
人全員が不安です。もう少し細部まで発表
されれば、その地区以外の人たちはある程
度気が休まると思います。

　　個人のプライバシー保護という県の方
　　針で、県が感染者数のみを発表する状
況です。ご理解ください。

　　オミクロン株による全国的なまん延防
　　止適用範囲が広く、人流がなく、厳し
い営業状態である。本年も固定資産税の減
免をお願いしたい。

　　観光連盟から町に要望しており、町か
　　らも県を通して国にも要望しています。

　　旅館、たばこ屋など外に灰皿を置かれ
　　ると外で喫煙されてしまい隣近所換気
できずに困っています。なんとかしてくだ
さい。

　　各団体を介して注意喚起を求めていき
　　ます。

　　感染して自宅にこもった時、食料、灯
　　油等が手に入らず生きていけないよう
に思う。

　　保健所に相談してください。

　　今年は特に積雪量が多く除雪作業が大
　　変です。除雪車の運転の仕方が例年に
なく上手ではないように思います。私道か
ら公道に出る所の雪の片づけ方が悪いです
（大きな雪の塊は 75 歳以上の一人暮らし
の老体には負担が大きすぎます）。投雪場
所がある箇所ではちょっとしたエ夫次第で
解決出来ると思います。大雪除雪対策につ
いて、議会でも取り上げくださるようお願
いします。

　　本年度ＧＰＳを導入した除雪作業形態
　　が本格化しましたが、作業員の新規採
用等による不慣れな作業がありました。こ
うした声を今後に生かすようにしていきま
す。町は協働の町づくり事業支援金を予算
付けして地域の力を生かして除雪等に取り
組めるようにしています。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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議会アンケート結果
議会アンケート　結果集計表

１．性　別

男 30 
女 10 
その他 0 
回答したくない 2 

２．年　代

10 代 0 
20 代 1 
30 代 1 
40 代 0 
50 代 7 
60 代 9 
70 代～ 24 
無回答 0 

３．職　業

農林水産業 11 
自営業・会社経営・自由業 7 
会社員・公務員・店員等 8 
学生 0 
パート・アルバイト 1 
無職 14 
その他 1 
無回答 0 

　　都市公園について、渋公園と象山公園
　　の2か所あり渋公園は多大な投資で整
備充実されている。象山公園は古の名園と
して整備してほしい。ツツジ（剪定）や雑草等
荒れ放題となっている。学校児童の勉強で
先生と見えたが入口で帰ってしまったことが
ある。地域格差の無い様していただきたい。

　　都市公園は５か所あり、その内、渋公園
　　は指定管理施設として渋湯組と契約して
管理されています。象山公園は、職員やシル
バーへの委託で整備をしていますが、地元の
協力のもと、指定管理制度やアダプトシステ
ムなども検討してみて下さい。予算的には渋
公園と象山公園との格差はありませんでした。

　　小学校の統合いつまで話し合っている
　　のか。早く結論を出さないと子ども達
がかわいそう。

　　令和４年3月に小学校適正規模及び適
　　正配置に係る基本方針が示されました。
そのなかで適正規模を実現するために、3
校を１校に統合することを基本的な考えと
しました。 　　予算・決算審査以外の日常の議員の活

　　動が見えません。そのあたりもう少し
ＰＲの必要があると思います。

　　予算・決算議会では議員全員で審査にあ
　　たり議会として意見を付し、内容は広報
でご覧いただいています。活動の内容をご理
解いただけるようにつとめていきます。

　　住民の意見をもっと聞いてください。
　　議員の人数を少なくしたらいいのでは
ないですか？

　　議会報告会では多くの皆さんからの声
　　・意見をいただいていますが、町民の
声・意見の聞き取りは議員としての１丁目
１番地です。さらに認識を深めていきたい
と考えています。
　定数については、現状の 14 名が適切だ
と考えています。

　　議会のＨＰはどこから見れるの？見や
　　すいと思いますか？町のＨＰそのもの
が見てわかりにくいと思いませんか。

　　町公式サイト最初の画面右の「山ノ内
　　町議会」バナーから議会Facebook
ページへ、暮らしの情報トップページ右上の

「山ノ内町議会」バナーから議会ホームペー
ジへ進むことができます。なお、4年度町公
式サイトがリニューアルされる予定です。

個別意見を議会運営委員会にて協議中

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
Ａ
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予算審査

令和４年度
一般会計予算

６年連続70億円超えの大型予算

 

賛
成
討
論　山

本
　
岩
雄

　
主
な
事
業
を
見
る
と
、
観
光
関

係
者
支
援
、
農
業
の
収
入
保
険
掛

金
補
助
の
継
続
、
統
合
小
学
校
調

査
費
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
補
助
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
調
理
場
所

設
置
工
事
費
、
社
会
体
育
館
の
解

体
と
周
辺
の
整
備
、
防
火
水
槽
建

設
費
用
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
規
模
に
大
小
は
あ
る
が
、
町

民
の
生
活
に
直
結
し
た
、
必
要
か

つ
大
切
な
予
算
編
成
と
な
っ
て
お

り
、
賛
成
で
き
る
。

 

反
対
討
論　渡

辺
　
正
男

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
43
の
事
業

に
充
て
ら
れ
る
が
、
将
来
に
わ
た

り
政
策
的
予
算
の
安
定
財
源
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
は
不
安
が

残
る
。
危
険
空
家
除
却
補
助
金
創

設
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
事
業
者
支

援
給
付
金
の
町
独
自
上
乗
せ
、
新

規
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
交

付
金
は
評
価
す
る
。
統
合
小
学
校

建
設
調
査
費
の
「
１
校
統
合
あ
り

き
の
中
学
校
敷
地
に
建
設
」
の
結

論
は
時
期
尚
早
と
考
え
る
。
国
の

強
引
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
促
進
も
賛
成
で
き
な
い
。

一
般
会
計
予
算

79億8900万円を可決
　

令
和
４
年
度
の
予
算
審
査
は
、
３
月
７
日
予
算
決
算
審

査
委
員
会
（
委
員
長
＝
徳
竹
栄
子
、
副
委
員
長
＝
山
本
岩

雄
）
に
付
託
。
８
日
か
ら
11
日
の
４
日
間
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
介
護
保

険
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
（
賛
成
９
反
対
２
欠
席
１
）
で

可
決
。
そ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
と
公
共
下
水
道
事
業
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
は
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
共
通
〉

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
意

欲
的
に
活
動
で
き
、
定
住
も

し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
と

め
る
こ
と
。

〈
総
務
費
〉

〇
地
域
公
共
交
通
は
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
運
行
に
つ

と
め
る
こ
と
。

〈
民
生
費
〉

〇
「
福
祉
事
務
所
未
設
置
町
村

に
よ
る
相
談
支
援
事
業
」
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
万
全

を
期
す
こ
と
。

〇
子
育
て
世
代
包
括
支
援
施
策

は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
り
総
合
的
に
お
こ
な

う
こ
と
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

〇
農
地
情
報
管
理
・
公
開
シ
ス

テ
ム
の
有
効
活
用
に
つ
と
め

る
こ
と
。

〇
森
林
経
営
管
理
基
金
を
活
用

し
、
計
画
的
な
森
林
整
備
を

お
こ
な
う
こ
と
。

〈
商
工
費
〉

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
支
援
事
業
に
は
積
極

的
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済

の
回
復
と
発
展
に
つ
と
め
る

こ
と
。

〇
時
代
に
即
し
た
観
光
情
報
発

信
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
。

〈
土
木
費
〉

〇
危
険
な
空
家
が
増
え
な
い
よ

う
に
対
策
に
つ
と
め
る
こ
と
。

〇
湯
田
中
温
泉
公
園
整
備
は
周
辺

環
境
の
利
活
用
を
合
わ
せ
て
検

討
す
る
こ
と
。

〈
教
育
費
〉

〇
統
合
小
学
校
建
設
に
向
け
た
調

査
に
は
万
全
を
期
す
こ
と
。

〇
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
に
向
け
て
は
、
課
題
を
明

確
に
し
て
す
す
め
る
こ
と
。

〈
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〉

〇
基
金
を
活
用
し
、
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
に
つ
と
め
る
こ

と
。

〈
公
共
下
水
道
事
業
会
計
〉

〇
適
切
な
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
と
め
る
こ
と
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

〇
新
東
部
浄
水
場
の
建
設
と
運

用
に
は
万
全
を
期
す
こ
と
。

部
会
意
見

一
般
会
計

特
別
会
計
等 ４年度に解体予定の社会体育館
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予
算
決
算
審
査
委
員
会
　
委
員
長

徳
竹 

栄
子

総
括
意
見

　
２
年
間
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
も
、
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
や

治
療
薬
の
開
発
も
進
み
、
よ
う

や
く
打
開
に
向
け
光
明
が
見
え

は
じ
め
収
束
に
期
待
を
し
て
い

た
が
、
11
月
に
変
異
し
た
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
突
然
の
出
現
に
よ

る
感
染
拡
大
は
い
ま
だ
猛
威
を

振
る
っ
て
お
り
収
束
が
見
え
な

い
。
３
年
目
に
突
入
し
た
コ
ロ

ナ
禍
、
特
に
当
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
観
光
は
企
業
の
維
持
・

継
続
さ
え
が
難
し
い
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
12
月
か
ら

の
冬
は
豪
雪
と
な
り
、
農
業
施

設
な
ど
の
被
害
も
発
生
。
さ
ら

に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
り
食
料
品
・
燃
料
な
ど
の

価
格
高
騰
に
加
え
生
活
費
の
負

担
増
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
状

況
に
な
り
町
民
の
生
活
に
大
き

な
影
響
と
打
撃
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
情

勢
の
も
と
、
第
６
次
町
総
合
計

画
の
２
年
目
と
な
る
令
和
４
年

度
一
般
会
計
予
算
額
は
、
79
億

８
８
１
４
万
円
で
６
年
連
続
70

億
円
を
超
え
る
大
型
予
算
と

な
っ
て
い
る
。

（
１
） 

歳
入
に
つ
い
て

　
歳
入
全
体
の
20
・
５
％
を
占

め
る
町
税
は
３
億
６
３
０
０
万

円
（
前
年
度
比
28
・
７
％
）
増

の
16
億
２
７
７
８
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。
主
な
理
由
と
し
て

は
、
町
税
の
６
割
を
占
め
る
固

定
資
産
税
で
、
国
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
お
こ
な
っ
た
軽

減
措
置
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
。

　
ま
た
、
町
税
の
約
３
割
を
占

め
る
町
民
税
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
一
部

持
ち
直
し
の
動
き
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
６
８
４
０
万
円
（
前
年

度
比
15
・
８
％
）
増
の
５
億
２

５
０
万
円
を
見
込
ん
だ
こ
と
に

よ
る
。

　
入
湯
税
で
は
、
善
光
寺
御
開

帳
開
催
な
ど
を
踏
ま
え
て
６
０

０
万
円
（
前
年
度
比
12・８
％
）

増
の
５
３
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
厳
し
い
経
済
情
勢
の

中
、
納
税
者
に
は
柔
軟
な
対
応

の
も
と
税
収
確
保
に
つ
と
め
ら

れ
た
い
。

　
町
債
は
、
新
東
部
浄
水
場
建

設
に
係
る
出
資
債
の
影
響
に
よ

り
２
億
９
３
６
０
万
円
（
前
年

度
比
41
・
５
％
）
増
の
10
億
60

万
円
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
主

な
内
訳
と
し
て
、
過
疎
対
策
事

業
債
は
社
会
体
育
館
解
体
事
業
、

道
路
改
良
事
業
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
歳
出
に
つ
い
て

　
歳
出
で
は
、
26
項
目
の
新
規

事
業
と
24
項
目
の

拡
充
事
業
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。

　

産
業
分
野
の
観

光
振
興
で
は
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
事
業

者
支
援
、
観
光
組

織
維
持
支
援
な
ど
、

観
光
産
業
の
復
活

に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　

農
業
分
野
で
は
、

ブ
ド
ウ
棚
設
置
費

へ
の
補
助
を
行
う

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
、
収
入
保

険
掛
金
補
助
、
農
業
経
営
雇
用

促
進
事
業
な
ど
農
業
従
事
者
の

経
営
安
定
に
つ
な
が
る
も
の
と

評
価
す
る
。

　
福
祉
分
野
で
は
、
福
祉
事
務

所
未
設
置
町
村
に
よ
る
相
談
支

援
事
業
で
コ
ロ
ナ
な
ど
に
よ
る

相
談
窓
口
設
置
は
生
活
困
窮
者

の
心
配
事
や
生
活
の
不
安
解
消

に
つ
な
が
る
よ
う
に
つ
と
め
ら

れ
た
い
。

　
教
育
・
文
化
分
野
で
は
、
小

学
校
１
校
統
合
に
向
け
た
統
合

小
学
校
建
設
調
査
経
費
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

に
向
け
た
準
備
な
ど
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
達
の
学
習
環
境
整

備
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
体
制
づ

く
り
に
は
熟
慮
断
行
に
つ
と
め

ら
れ
た
い
。

　
都
市
基
盤
・
生
活
環
境
分
野

で
は
、
橋
梁
長
寿
命
化
工
事
や

新
東
部
浄
水
場
建
設
事
業
、
湯

田
中
温
泉
公
園
整
備
に
向
け
て

の
社
会
体
育
館
解
体
工
事
な
ど
、

町
民
の
暮
ら
し
の
安
心
安
全
な

住
み
よ
い
環
境
整
備
は
必
須
で

あ
り
評
価
し
た
い
。

（
３
）
ま
と
め

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
疲
弊
し
た
状
況
を
早
く
克

服
し
、
第
６
次
町
総
合
計
画
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
プ
ラ
ン
2.0

（
重
点
施
策
）
の
取
り
組
む
べ

き
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対

策
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産

業
活
性
化
な
ど
持
続
可
能
な
郷

土
（
ま
ち
）
を
達
成
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
す

る
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効

率
的
、効
果
的
に
「
賢
く
支
出
」

す
る
こ
と
が
今
後
も
必
要
で
あ

る
。

　
町
民
、
行
政
、
議
会
も
住
み

よ
い
町
に
し
た
い
と
い
う
思
い

は
「
千せ

ん
こ
ふ
え
き

古
不
易
」
変
わ
る
こ
と

は
な
い
。

 

反
対
討
論　渡

辺
　
正
男

　
保
険
税
据
置
き
を
前
提
に
組
ま

れ
た
予
算
。
予
定
収
納
率
は
、
前

年
度
と
同
じ
94
・
６
％
で
算
定
さ

れ
て
い
る
が
、
国
基
準
の
97
％
で

試
算
す
る
と
、
約
８
０
０
万
円
違

う
。
そ
の
分
、
本
来
被
保
険
者
が

負
担
す
べ
き
保
険
税
額
に
上
乗
せ

が
さ
れ
て
い
る
。
国
の
子
ど
も
均

等
割
半
額
減
免
は
就
学
前
ま
で
と

限
定
的
。
町
独
自
で
18
歳
ま
で
無

料
に
し
て
も
そ
の
８
０
０
万
円
が

あ
れ
ば
で
き
る
。
１
人
７
万
円
に

も
な
る
基
金
は
速
や
か
に
保
険
税

負
担
軽
減
に
充
て
る
べ
き
。　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

 

反
対
討
論　渡

辺
　
正
男

　
3
年
度
は
基
金
３
３
１
０
万
円

を
取
り
崩
す
と
し
て
い
る
が
、
2

年
度
決
算
で
す
で
に
基
金
残
高
見

通
し
と
は
約
５
０
０
０
万
円
の
乖

離
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
現
時

点
で
約
７
０
０
０
万
円
の
金
余
り

状
態
。
２
年
度
末
、
基
金
は
１
人

当
た
り
５
万
３
５
０
０
円
に
も
な

る
。
こ
れ
ら
は
、
１
号
被
保
険
者

の
納
め
過
ぎ
た
保
険
料
に
他
な
ら

な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
不
安
と
苦

し
み
の
中
に
い
る
被
保
険
者
に
寄

り
添
い
、
保
険
料
の
大
幅
な
負
担

軽
減
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

12月しゅん工予定の新東部浄水場
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あの意見どうなった？

審
査
意
見
そ
の
後

　
昨
年
の
令
和
３
年
度
の
審
査
意
見
に
対
し
、
町
が
ど
う
取
り
組
ん
で

き
た
の
か
、
令
和
４
年
度
予
算
審
査
の
前
に
現
況
報
告
の
あ
っ
た
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

地域公共交通を維持するため利用促進をはかるとともに住民ニーズを
踏まえた地域公共交通計画を策定すること

　令和3年５月、町職員が楽ちんバスに
搭乗し、利用者の聞き取り調査を実施し
た結果、利用者の多くは車の運転ができ
ない方であり、運行への強い要望があり
ました。
　現在、中野市との地域公共交通対策協
議会において、両市町連携での計画策定
は7月を目途に進めています。

地域おこし協力隊員が活動しやすい環境づくりにつとめること

　令和 4 年度から、地域おこし
協力隊員に係る事務が、庶務文書
係から移住交流推進室に移管され、
採用から任期中のサポート任期終
了後の定住・起業支援など、関連
する業務に対するフォローアップ
体制が構築されました。併せて、
隊員と担当係長のミーティングを
定期に行うなど、活動しやすい環
境づくりに努めています。
　なお、結婚活動支援事業では隊
員のアイデアを活用し、町社協と
の連携を含め、山ノ内町の魅力発
信に努めています。

総合型地域スポーツクラブの立ち上げについては、課題を明確にし
てすすめること

　令和3年 10 月に地域おこし協力隊員が着
任し、他地域における立ち上げ方法、設立後
の運営方法等を調査、令和４年度に設立準備
委員会を立ち上げ、令和６年度設立を目指し
て事業を進めます。
　なお、小学生以下を対象としたサッカー教
室への取り組みをすでに開始しましたが、町
としてどのようなクラブが最良かなどを含め、
設立準備委員会において協議検討し進めてい
きます。

新型コロナウイルスワクチン接種事業は万全を期すこと

　昨年 7 月には、希望する 65 歳以上の高齢者に対して 2 回目の接種を終え、令和 4 年
2 月末日現在、2 回目の接種終了者は 10157 人で、12 歳以上の接種対象の 91.4％と
なっています。また、令和 4 年 3 月末日現在、追加接種（3 回目）終了者は7048 人で、
接種対象者の 67.4％となっています。
　なお、第６波を迎え、集中接種体制のもと、円滑に事業を実施しています。

追
跡

地域おこし協力隊員一覧（※敬称略、順不同）

北村隊員によるサッカースクール

氏　名 配属先 活　動　内　容

佐藤美智代 観光商工課
観光振興に関する活動、湯田
中駅ガイドセンターにて観光
案内及び町の魅力発信

渡邊　有吉
農林課
農業振興係

農作業、農産物の情報発信、
農作業研修田畑　　歩

李　　国霞

網守　大輝 健康福祉課
福祉係 地域福祉ｾﾝﾀｰ結婚相談所勤務

徳永友香里 総務課
企画係

町広報を担当、「広報やまのうち」
や町公式ホームページの充実

北村　丈治 教育委員会
スポーツ係

スポーツ活動を通じ、誰もがスポー
ツに親しめる環境づくりの活動

住宅街を運行中の楽ちんバス
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みんなのひろば

編
集
後
記

　
広
報
常
任
委
員
会
は
、
1
月

執
行
の
議
会
議
員
補
欠
選
挙

後
、
新
し
い
議
会
構
成
の
中
で

メ
ン
バ
ー
に
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。
白
鳥
金
次
委
員
が
社
会
文

教
常
任
委
員
長
に
就
任
し
た
こ

と
か
ら
、
塚
田
一
男
委
員
が
新

メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
入
し
ま
し

た
。
残
り
１
年
の
任
期
で
す
が
、

ワ
ン
チ
ー
ム
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（

渡
辺
正
男
）

　　
中
野
市
の
東
山
公
園
に
「
り

ん
ご
先
覚
者
の
碑
」
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
碑
の
裏
面
に
は

15
名
ほ
ど
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
現
在
の

　
「
山
ノ
内
の
『
社
会
に
つ
く
し
た

人
々
』」
の
刊
行
委
員
長
、
宮
崎
祐

治
さ
ん
の
次
の
一
節
が
あ
り
ま
す
。

　
「
歴
史
の
上
に
名
も
と
ど
め
な
い

多
く
の
先
人
が
、（
中
略
）
ど
れ
程

の
苦
心
と
努
力
を
し
て
社
会
に
つ
く
さ
れ
た
か
を
、
今
ふ

り
か
え
っ
て
堀
り
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
永
久
に
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
う
心
配
も
あ
る
。」

　

今
回
は
石
碑
に
残
さ
れ
て
い
る
、
３
人
の
業
績
を
紹
介

し
ま
す
。 石

碑
に
み
る
先
人
の
活
躍

中
野
市
周
辺
在
住
者
で
す
。
り

ん
ご
の
栽
培
は
、
中
野
市
周
辺

か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
そ
の
中
に
１
名
だ
け
山
ノ
内

町
出
身
の
山
本
蔦つ

た
じ
ろ
う

治
郎
の
名
前

が
あ
り
ま
す
。
蔦
治
郎
は
慶
応

３
年
、
穂
波
村
佐
野
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
後
に
平
穏
町
（
碑
文

の
ま
ま
）
に
移
り
住
み
ま
す
。

父
は
事
業
家
で
し
た
が
、
災
難

が
重
な
り
破
産
状
態
で
家
を
継

ぐ
こ
と
に
な
り
、
生
活
を
守
る

た
め
に
北
海
道
に
出
稼
ぎ
に
出

か
け
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
青

森
の
り
ん
ご
が
目
に
と
ま
り
、

湯
治
客
を
想
定
し
て
将
来
性
か

ら
自
宅
の
畑
に
作
付
け
を
し
ま

し
た
。
明
治
30
年
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
が
山
ノ
内
町
の
最
初
の
り

ん
ご
栽
培
で
す
。
当
初
は
栽
培

方
法
も
わ
か
ら
ず
苦
労
の
連
続

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
岳
南
り

ん
ご
出
荷
組
合
を
設
立
し
販
売

に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　
桑
栽
培
か
ら
り
ん
ご
栽
培
へ

の
転
換
期
と
な
っ
て
い
た
昭
和

11
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。「
だ

か
ら
旨
い
清
流
育
ち
」
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
山
ノ
内

ブ
ラ
ン
ド
の
り
ん
ご
が
今
あ
る

の
は
こ
う
し
た
尽
力
の
お
か
げ

な
の
で
す
。

　
　

　
中
野
市
一
本
木
の
バ
ラ
公
園

の
一
角
に
鈴
木
松ま

つ
の
す
け

之
助
の
頌
徳

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鈴
木
松
之
助
は
明
治
５
年
寒

沢
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
少
年
時

代
は
養
蚕
が
最

盛
期
の
頃
で
あ

っ
た
が
、
持
ち

前
の
研
究
熱
心

さ
や
好
奇
心
の

強
さ
は
一
目
置

か
れ
村
人
か
ら

は
「
新
し
が
り

屋
の
物
好
き
」

と
評
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
ホ
ッ
プ
の
栽
培
は
明
治
10
年

頃
に
北
海
道
開
拓
の
一
助
と
し

て
導
入
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

長
野
県
で
は
大
正
２
年
に
15
か

所
で
試
作
を
行
っ
た
こ
と
が
始

ま
り
で
す
。

　
高
水
・
東
信
・
安
筑
に
生
産

組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
時
盛
ん
だ
っ
た
養
蚕
業
に
押

さ
れ
た
り
、
自
然
災
害
に
よ
り

解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
中
、
高
水
組
合
は
鈴

木
ら
の
努
力
に
よ
り
存
続
で
き

た
と
言
わ
れ
て
ま
す
。

　
昭
和
14
年
中
野
市
一
本
木
に

東
洋
一
の
ホ
ッ
プ
乾
燥
工
場
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
大

き
く
尽
力
し
た
の
は
郡
会
の
議

員
を
つ
と
め
、
地
元
の
事
情
に

詳
し
い
鈴
木
が
う
っ
て
つ
け
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
ホ
ッ
プ
業
界
を
見

守
り
続
け
ま
し
た
。
頌
徳
碑
に

は
「
ビ
ー
ル
業
界
の
恩
人
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
戸
狩
の
伊
沢
地
区
の
県
道
沿
い

に
あ
る
佐
藤
さ
ん
宅
に
は
道
路
沿

い
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
家
を
建
て
る
た
め
に
、
元
々

在
っ
た
所
か
ら
道
路
沿
い
に
移

し
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

こ
の
碑
は
、
裁
縫
の
師
匠
、

佐
藤
美み

き

こ

幾
子
の
多
く
の
お
弟
子

さ
ん
達
が
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
建
立
し
た
碑
で
す
。

　

美
幾
子
は
手
先
が
器
用
で
生

涯
を
裁
縫
で
通
し
ま
し
た
。
自

宅
の
12
畳
の
茶
の
間
、
10
畳
の

座
敷
は
村
内
だ
け
で
な
く
、
中

野
の
呉
服
屋
さ
ん
か
ら
も
通
っ

て
く
る
お
弟
子
さ
ん
達
で
、
い

つ
も
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

◇　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

　
今
回
は
、
南
部
地
区
の
先
人

の
尽
力
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

山
ノ
内
町
各
地
に
尽
力
さ
れ
た

先
人
が
お
い
で
で
す
。
近
く
を

散
策
し
て
想
い
巡
ら
せ
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
。（
山
本  

岩
雄
）

生
涯
裁
縫

　
　
を
教
え
る

ホ
ッ
プ（
忽
布
）

　
産
業
の
先
覚
者

り
ん
ご
栽
培

　
　
　
の
導
入東山公園にある「りんご先覚者の碑」

裏面に「平穏町　山本蔦治郎」とある

鈴木松之助の頌徳碑と「信州忽布
発祥の地」と刻まれた石碑（右）

裏面に「齢八十歳　昭和四
年七月　門弟中」とある


